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人口・面積( 56. 8. 1)
世 帯　211, 785
人 口　627, 063
男　　317, 292
女　　309, 771

面積　53. 25k㎡
人口密度　11, 776/ k㎡

人生に定年はありません
心ゆた かな老後を
みんなで考えましょう

九
月
十
五
日
は
、「
敬
老
の
日
」
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
一
週
間
は

「
老
人
福
祉
週
間
」
で
す
。―
―
人
生
に
〝
定
年
〟
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
機
会
に
区
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
お
年
寄
り
の
生
き
が
い

や
良
き
老
後
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
も
や
が
て
は
高
齢
に

現
在
、
約
十
人
の
う
ち
一
人
が
六

十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
で
す
。
こ

れ
が
三
十
四
年
後
の
昭
和
九
十
年
に

は
、
十
人
中
二
人
と
二
倍
程
度
に
増

え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
十
四
年
後
に
六
十
五
歳
に
な
る

人
、
つ
ま
り
お
年
寄
り
の
仲
間
人
り

を
す
る
の
は
、
い
ま
働
き
ぎ
か
り
の

三
犬

歳
で
す
。

よ
く
言
わ
れ
る
高
齢
者
問
岨
と
い

う
の
は
、
な
に
も
お
年
寄
り
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
若
い
人
た
ち
が
や

が
て
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ

ー
マ
で
あ
り
、
社
会
全
休
の
課
題
で

も
あ
る
の
で
す
。

わ
が
国
は
、
総
人
川
に
占
め
る
老

年
人
口
の
割
合
は
二
十
四
年
後
に
、

世
界
で
最
も
高
い
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に

追
い
つ
弌

三
十
四
年
後
に
は
、
世

界
一
の
高
齢
化
社
会
に
な
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、あ
と
数
十
年
後
の

わ
が
国
は
、世
界
で
は
例
の
な
い
ス

ピ
ー
ド
で
、
し
か
も
各
国
が
、
ま
だ

未
縄
験
の
「
超
高
齢
化
社
会
」
を
最

初
に
経
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
匸
こ
十
代
、
四
十
代
の
働
き
ざ
か

り
の
あ
な
た―
―
ニ
十
年
後
、
三
十

年
後
に
は
確
実
に
訪
れ
る
こ
の
現
実

に
そ
な
え
、
老
年
と
は
何
か
を
い
ま

し
っ
か
り
と
見
つ
め
な
お
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

お
年
寄
り
の
生
き
が
い
と
は

国
連
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
六
十
五

歳
以
上
の
人
口
が
、
全
人
口
の
七
%

を
超
え
る
と
、
そ
の
国
は
「
老
人
国
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
わ
が
国

は
、
昭
和
四
十
五
年
に
老
齢
人
口
が

七
%
を
超
え
、
老
人
国
の
仲
間
入
り

を
し
ま
し
た
。
足
立
区
で
も
現
在
、

六
十
五
歳
以
上
の
大
は
、
約
四
万
五

百
人
で
、
全
体
の
人
口
の
約
六
・
五
%

と
な
っ
て
い
ま
す
。

終
戦
前
後
は
、
「
人
生
五
十
年
」

と
い
わ
れ
、男
・
女
と
も
五
十
歳
が
平

均
野
命
で
し
た
が
、
今
や
「
人
生「

十
年
」
と
も
い
わ
れ
る
時
代
で
す
。

こ
の
よ
う
に
長
く
な
っ
た
老
後
を

実
り
あ
る
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め

に
は
、
健
康
で
あ
る
こ
と
と
同
時
に

生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
か
大
切
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
I
つ
か
。

で
は
、
お
年
寄
り
の
「
生
き
が
い
」

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
総
理
府
老
人

対
策
室
の
行
っ
た
「
老
人
の
社
会
参

加
に
関
す
る
調
査
」
(
昭
和
五
十
三

年
)
に
よ
れ
ば
、
卜
y
プ
は
「
息
子

や
孫
の
成
長
」
で
三
二
%
、
二
位
が

「
職
業
・
仕
事
」
の
二
三
%
、
「
趣

味
・
娯
楽
」
が
一
五
%
と
続
い
て
お

り
、「
社
会
活
動
」
を
あ
げ
た
人
は
、

わ
す
か
に
四
%
に
す
き
ま
せ
ん
。

そ
し
て
問
題
な
の
は
、
「
生
き
が

い
を
持
だ
な
い
」
と
答
え
た
お
年
寄

り
が
二
九
%
も
あ
る
と
い
う
事
実
で

す
。
「
息
子
や
孫
の
成
長
だ
け
」
と

「
生
き
が
い
な
し
」
を
加
え
る
と
、

実
に
六
一
%
に
も
な
り
、
こ
こ
に
孤

独

な

境

代

の

老

人
伊

が
浮

か
び

上

か

っ
て

く
る

の
で

す

。

ギ
リ
シ
ャ
の
古
い
諺
に
、
「
家
に

一
人
も
老
人
か
い
な
か
っ
た
ら
、
一

人
借

り

よ
」
と
い

う
の

が
あ

り
ま

す

。

つ
ま
り
、
お
年
寄
り
の
長
い
人
生

の
経
験
で
培
わ
れ
た
知
恵
は
、
人
間

社
会
の
中
で
不
可
欠
だ
と
い
う
こ
と

を
意
味
す
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を

現
代
の
日
本
に
置
き
換
え
れ
ば
、

「
明
治
人
の
知
恵
と
、
大
正
人
の
口

マ
ン
と
昭
和
人
の
行
動
力
」
の
す
べ

て
を
も
っ
て
、
皆
ん
な
で
明
る
い
社

会
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
I
つ
か
。

孤
独
な
老
人
=
グ
リ
ム
童
話
か
ら

最
近
、
お
年
寄
り
の
「
生
き
が
い
」

に
つ
い
て
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
反
し
て
、
「
孤

独
な
お
年
寄
り
」
も
増
加
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

昨
年
の
自
殺
者
の
う
ち
、
六
十
五

歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
年
代
層
別
で

は
第
一
位
と
い
う
悲
し
い
数
字
も
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
っ
た
い
そ
の

理
由
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

有
名
な
ブ
リ
ム
の
童
話
に
こ
ん
な

話
が
あ
り
ま
す
。

年
老
い
た
父
と
イ
タ
ズ
ラ
盛
り
の

子
供
を
持
つ
農
夫
が
い
ま
し
た
。
こ

の
農
夫
は
、
年
老
い
た
父
が
食
べ
怐

そ
こ
ぽ
し
た
り
、
皿
を
割
る
の
を
見

て
、
木
の
鉢
を
与
え
、
家
族
か
ら
離

れ
た
と
こ
ろ
で
食
事
を
さ
せ
て
い
ま

し
た
。

あ
る
日
、
農
夫
は
息
子
が
小
さ
な

板
切
れ
を
集
め
て
い
る
の
を
見
つ
け

ま
し
た
。

「
お
前
、
そ
ん
な
に
板
切
れ
を
集

め
て
ど
う
す
る
つ
も
り
だ
?
」

と
不
審
に
思
っ
た
農
夫
が
聞
き
ま

し
た
。
少
年
は
胸
を
は
っ
て
父
親
に

答
え
ま
し
た
。

「
パ
パ
が
年
を
と
っ
た
と
き
の
た

め
に
、
こ
れ
で

祠

笋

を
作
る
ん

だ
」そ

の
日
以
来
、
祖
父
が
一
家
と
同

じ
食
卓
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
寓
話
は
、
私
た
ち
人
間
の
心

の
裏
側
を
実
に
巧
み
に
描
き
出
し
て

い
ま
す
。
特
に
戦
後
、
核
家
族
化
が

急
速
に
進
ん
だ
日
本
で
は
、
残
念
な

が
ら
こ
の
童
話
に
登
場
す
る
よ
う
な

孤
独
な
老
人
が
増
え
て
い
る
の
も
、

ま
た
事
実
な
の
で
す
。

豊
か
な
実
り
あ
る
老
後
の
た
め
に

「
敬
老
の
日
」
「
老
人
福
祉
週
間
」

に
ち
な
ん
で
、
区
民
の
皆
さ
ん
と
、

「
高
齢
化
社
会
I
老
人
」
に
つ
い
て

考
え
て
き
ま
し
た
が
、
若
年
・
壮
年

屬
の
働
き
ざ
か
り
の
方
々
も
、
今
後

来
た
る
べ
き
年
齢
と
生
活
を
今
か
ら

考
え
て
お
い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

区
で
は
、
お
年
寄
り
を
対
象
と
す

る
事
業
を
数
多
く
行
っ
て
い
ま
す

が
、
お
わ
り
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
い

く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

足
立
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

毎
年
老
人
大
学
を
開
講
し
て
、
お
年

寄
り
が
学
ぷ
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
後
期
の
儒
者
佐
藤
一
斉

は
、
「
言
志
晩
録
」
の
な
か
で
、「
壮

年
に
し
て
学
べ
ば
則
ち
老
い
て
衰
え

ず
、
老
い
て
学
べ
ば
則
ち
死
し
て
朽

ち
ず
」と
い
う
言
葉
を
残
し
ま
し
た
。

年
を
と
っ
て
も
向
学
心
を
持
ち
続
け

る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
。

ま
た
、
永
年
培
っ
て
き
た
豊
富
な

経
験
や
技
術
を
も
う
一
度
生
か
し
て

働
い
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
方
の

た
め
に
、
足
立
区
高
齢
者
事
業
団
を

設
置
し
、
常
時
入
会
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
働
く
場
と
し
て
、
簡
易

な
仕
事
を
し
な
が
ら
収
入
を
得
、
生

き
が
い
と
健
康
を
保
つ
た
め
の
施
設

と
し
て
、
区
内
に
二
か
所
の
授
産
場

が
あ
り
、
お
年
寄
り
の
方
が
元
気
で

通
所
し
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
も
お
年
寄
り
の
た
め

の
重
要
な
場
と
な
っ
て
お
り
、
現
在

区
内
に
は
、
一
五
四
の
ク
ラ
ブ
、
一

万
(
千
六
百
人
の
会
員
が
、
健
康
の

増
進
、
教
養
の
向
上
、
地
域
社
会
と

の
交
流
を
楽
し
く
行
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
お
年
寄
り
が
生
き
が
い

を
も
つ
た
め
の
一
助
と
し
て
、
種
々

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
豊
か

で
実
り
あ
る
老
後
は
、
や
は
り
自
分

自
身
で
築
い
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
積
極
的
に
社
会
活
動
に
も

参
加
し
て
、

応
分
自
身
の
生
き
が

い

を
見
い
出
し
、
楽
し
い
老
後
を

送
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

人
生
に
、
逧
年
"
は
あ
り
ま
せ

ん
。
　
　
《
福
祉
部
老
人
福
祉
係
》

足 立 区 老 人 館

どうぞごらんください
区内老人 館の総合展示会

区
内
に
老
人
館
が
建
設
さ
れ
て
十

五
年
た
ち
、
今
日
で
は
館
数
も
二
十

二
館
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
一
年
間

の
延
利
用
者
数
は
、
三
十
六
万
人
と

な
り
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら

の
老
人
館
活
動
に
つ
い
て
は
、
よ
り

幅
広
い
内
容
が
求
め
ら
れ
て
き
て
お

り
、
そ
れ
に
応
じ
て
様
々
な
事
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

館
で
の
毎
日
の
活
動
の
な
か
で
、

多
く
の
人
び
と
と
の
交
流
、
ま
た
よ

り
一
層
の
向
上
を
求
め
る
方
々
の
教

室
活
動
・
ク
ラ
ブ
活
動
、
多
く
の
人

と
一
緒
に
創
造
す
る
行
事
な
ど
を
通

し
て
、
心
豊
か
な
毎
日
を
過
ご
す
多

く
の
方
が
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
そ
の
活
力
を
区
民
の

皆
さ
ん
に
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
く
、

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
区

内
老
人
館
の
総
合
展
示
会
を
行
い
ま

す
。
今
回
は
、
館
の
活
動
の
目
標
で

も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
「
人
生
の

あ
ゆ
み
は
心
ゆ
た
か
に
」
を
テ
ー

マ
と
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

日
時
　
九
月
十
一
日
～
十
五
日
　

午
前
十
時
～
午
後
六
時

場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
(
西

新
井
駅
東
ロ
ニ
チ
イ
シ
;
ビ

ン
グ
デ
パ
ー
ト
四
階
)

内
容
　
▽
老
人
館
の
紹
介
　
▽
書

道
、
手
芸
、
短
歌
、
俳
句
等
の

作
品
展
示

問
合
せ
先
　
住
区
施
設
課

お
年
寄
り
の
た
め
の

施
設
見
学
会

老
人
福
祉
週
間
に
ち
な
ん
で
、

お
年
寄
り
を
対
象
に
、
区
内
の
寺

社
・
史
跡
を
足
立
史
談
会
長
の
羽

田
栄
太
氏
の
案
内
で
訪
ね
ま
す
。

初
秋
の
一
日
を
歴
史
の
か
お
り

豊
か
な
バ
ス
見
学
会
で
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

日
時
　
九
月
十
七
日
(
木
)
・
十
(

日
(
金
)
の
二
日
間
、
両
日

と
も
午
前
九
時
二
十
分
～
午
後

四
時

対
象
　
区
内
在
住
の
健
康
な
六
十

歳
以
上
の
方

見
学
コ
ー
ス
　
区
役
所
↓
国
土
安

穏
寺
↓
炎
天
寺
↓
老
人
会
館
↓

性
翁
寺
↓
西
新
井
大
師

定
員
　
両
日
と
も
、
二
十
四
名
(

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
)

参
加
費
　
無
料
(
昼
食
は
、
こ
ち

ら
で
用
意
し
ま
す
)

申
込
期
限
　
九
月
(
日
(
土
曜
日

は
正
午
ま
で
。日
曜
日
は
除
く
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
電
話
で
、
広

報
課
へ

新
し
い
助
役
、
収
入
役
、

教
育
長
が
決
ま
り
ま
し
た

八
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
区

議
会
臨
時
会
で
、古
性
区
長
か
ら
、

新
し
い
助
役
・
収
入
役
・
教
育
長

の
遇
任
同
意
が
同
臨
時
会
に
提
案

さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
同
日
、次
の
と
お
り
発

令
さ
れ
ま
し
た
。

▽
助
役
　
會
澤
福
寿
(
前
収
入

役
　
五
十
九
歳
)

▽
助
役
　
梅
山

純
二
(
前
教
育

長
　
五
十
(
歳
)

▽
収
入
役
　
池
田

賢
次
(
前
総

務
部
長
　
五
十
七
歳
)

▽
教
育
長
　
鈴
木

保
壽
(
前
企

画
都
長
　
五
十
六
歳
)

庁
舎
建
設
審
議
会
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

さ
る
七
月
十
七
日
午
後
、
区
役

所
内
区
議
会
委
員
会
室

に
お
い

て
、「
足
立
区
庁
舎
建
設
審
議
会
」

の
第
一
回
目
が
開
か
れ
ま
し
た
。

同
審
議
会
は
、五
十
六
年
三
月

の
区
議
会
で
設
置
が
決
め
ら
れ
た

も
の
で
、区
庁
舎
の
建
設
に
関
す

る
事
項
を
調
査
審
議
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
委
員
は
二

十
五
名
で
、
次
の
方
々
(
敬
称
略
)

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
区
議
会
議
員
〕

鈴
木
仲
二
、

吉
田
小
重
郎
、
茂
出
木
市
蔵
、

伊
原
光
一
、
平
沢
太
郎
、
石
川

純
、
大
神
田
賢
次
、向
後
昭
三
、

上
田
二
郎
、
菅
原
勲
、
石
川
千

代
子
、
中
川
外
行

〔学
識
経
験
者
=
大
学
教
授
〕

伊
藤
滋
、
加
藤
芳
太
郎
、
小
鳥

重
次

〔
区
内
各
種
団
体
の
代
表
〕

嶺

元
正
典
、
田
口
栄
一
、
酒
井
省

三
、
市
川
勘
一
、
小
菅
茂
、
佐

野
寛
、
桂
一

美
子
、
森
貞
子

〔
区
職
員
〕　
二
名

第
一
回
目
の
当
日
は
、会
長
に
、

委
員
の
互
選
に
よ
り
中
央
大
学
教

授
(
財
政
学
)
加
藤
芳
太
郎
氏
が

遇
ぱ
れ
、
古
性
区
長
よ
り
同
会
長

あ
て
に
、
狹
あ
い
・
過
密
で
、
一

部
は
木
造
老
朽
化
し
た
区
庁
舎
が

か
か
え
て
い
る
諸
問
題
の
抜
本
的

対
策
と
し
て
、

一
、
足
立
区
庁
舎
の
あ
る
べ
き
姿

二
、
庁
舎
建
設
計
画
の
基
本
方
針

の
二
点
に
つ
い
て
諮
問
が
あ
り
ま

し
た
。

同
審
議
会
は
、
今
後
も
定
期
的

に
開
催
し
、
調
査
審
議
の
う
え
五

十
七
年
六
月
ま
で
に
は
区
長
に
答

申
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
総
務
部
庁
舎
対
策
室
》

ご
利
用
く
だ
さ
い
相
談
コ

ー
ナ

ー

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

一
般
相
談
　
毎
週
水
・
金
曜
日

不
動
産
相
談
　
毎
月
第
一
・
三
月

曜
日

商
工
相
談
　
毎
週
水
曜
日

高
齢
者
職
業
相
談
　
毎
月
第
三
木

曜
日

相
談
時
間
　
い
ず
れ
も
、
午
前
十

時
～
年
後
四
時

相
談
場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
(

西
新
井
駅
東
口
前
ニ
チ
イ
店

四
階
)

問
合
せ
先
　
広
報
課
相
談
担
当

発
売
中
で
す

カ
ッ
パ
の
バ
ッ
ヂ

頒
布
価
格
　
単
品
・
・
・
百
円
、五
色
t

卜
…
五
百
円

頒
布
場
所
・
問
合
せ
先
　
広
報
課
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み
ん
な
で
緑
の
ま
ち
づ
く
り

一
本
の
苗
木
を
大
き
く
育
て
よ
う

都
市
化
が
ま
す
ま
す
進
行
し

て
い
く
中
で
、
静
け
さ
と
や
す

ら
き
の
あ
る
生
活
を
過
ご
す
た

め
に
は
、
緑
の
果
た
す
役
割
は

な
く
て
は
な
ら
な
い

む
の

で

す
。
皆
さ
ん
が
僅
ん
で
い
る
街

中
か
ら
、
緑
が
洌
え
て
し
ま
っ

た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま

す
か
。

緑

の

役

割

○
大
気
を
き
れ
い
に
し
ま
す

あ
な
た
は
、
町
や
山
に
山
か
け
た

時
、
そ
の
窯
気
の
う
ま
さ
に
お
も
ね

ず
深
呼
吸
し
た
体
験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。縁

は
空
文
中
の
炭
酸
ガ
ス
を
吸
し

て
酸
素
を
出
し
た
り
、
は
い
じ
ん
や

有
客
な
吻
質
を
吸
珊
す
る
は
た
ら
き

が
あ
り
ま
す
。

○
騒
音
を
防
き
ま
す

イ
チ
'
ウ
の
葉
が
色
づ
き
は
じ
め

る
と
、
ふ
と
秋
の
深
ま
り
を
S
じ
さ

せ
る
よ
う
に
、
總
は
街
中
に
四
季
の

変
化
を
与
え
て
く
れ
る
ば
か
り
で
な

く
、
畷
音
を
防
い
だ
り
、
ト
ン
ポ
や

チ
童
ウ
な
ど
の
昆
虫
や
野
鳥
の
保
護

に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

○
気
象
を
や
わ
ら
げ
ま
ず

夏
の
暑
い
口
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道

黔
を
歩
く
と
、
照
り
か
え
し
の
た
め

お
も
う
ず
顏
を
そ
ひ
け
た
く
な
り
ま

す
。
こ
ん
な
と
き
、
緑
は
木
陰
を
つ

く
っ
て
強
い
口
ざ
し
を
さ
え
ぎ
っ
て

く
れ
る
ば
か
り
か
、
気
皿
を
や
り
ら

け
適
度
な
湿
度
を
保
っ
た
り
す
る
働

き
が
あ
り
ま
す

○
都
市
災
害
を
防
ぎ
ま
す

地
震
、
火
事
、
ガ
ス
爆
発
な
ど
現

在
の
衒
申
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
危
険

が
あ
り
ま
す
。
術
中
の
録
は
こ
ん
な

と
き
に
、
安
全
な
遊
離
場
所
と
な
っ

た
り
'
a
賦
を
防
ぐ
な
ど
、
被
富
を

少
な
く
す
る
た
め
の
大
切
な
勵
き
を

し
ま
す
。

まず一本　緑ふやして　ゆたかな街

苗
木
無
料
配
布
と

緑
化
相
談

□
苗
木
無
料
配
布

皆

さ
ん
の

家
の
庭
に

、
緑
を
よ

り

多
く

増
や
し
て

い
た

だ
く
た
め
、

苗

木
の

無
科
配

布
そ
行

い
ま
す
。
希

里

さ
れ

る
方
は

、
次
の
賢

領
で
お
申

し

込
み

く
だ
さ

い
。

な

お
、
配
布

時
に
、
緑
の
小

冊
子

、

緑
の

パ
ン
フ

レ
'

ト

も
差
し
上

げ
ま

す
。

配
布

対
象
　

区

内
居
僅

の
世
帯

申
込
方

法
　

往
復
(

ガ

キ
(

左
紀
の

記
入

例
)

で

申
し
込

ん
で
く

だ
さ

い
。
一

世
帯
一
枚

に
阻
り
ま

す
(

申
し

込
み
多

数
の
崎
合
は

紬
選
)

申
込
期
限
　
十
月
九
日
(
必
着
)

苗
木
の
種
類
・
配
布
本
数
　
ラ
イ
ラ

'
ク
(
〇
・
(
㍍
)
・
=
二
千
本
　

あ
ん
ず
(
一
㍍
・
=
二
千
本
　
も

み
じ
(
一
㍍
)
・
・
・
千
五
百
本
　
な

ん
て
ん
(
一
㍍
)
・
=
千
本
　
こ
で

ま
り
(
〇
・
五
㍍
)
・
・
'
千
五
百
本

ば
け
(
〇
・
五
㍍
‘
『
一
千
本
　
ま

め
っ
け
(
〇
一
三
㍍
)
;
千
本

配

布
日
時
・
場

所
　

上

表
の
と

お
り

で

す
の
で
、

ご
都
合
の

よ
い
場

所

そ

お
遇
ぴ

く
だ
さ

い
。
配
布

時
間

は

、
午
加

と
午
後

に
分
か
れ
、

そ

れ
ぞ
れ
場
所

が
世

い
ま
す
の
で

ご

注
意
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
線
政
係

□
緑

化
相
談

樹

木
は
、
手

入
れ
し

だ
い
で

青
ち

か
た

か
違
っ
て

き
ま

す
。
胥
さ

ん
が

木
を

樶
え
育
て
召

う
え
で

、
ど
の

よ

う

な
こ

と
に

注
意
し

た
ら
よ
い

か
。

ま

た
、
病
害

虫
か

ら
樹
木
を

守
る

に
は

ど
う
し

た
ら
よ

い
か
な
ど
の

犀

化
相
践
そ
、
配
布
会
場
で
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ハガキの記入例
往信- 表　返信- 裏

返信- 表　往信- 裏

苗木配布日時および場所

植
木
ま
つ
り

区
民
の
皆
さ
ん
に
、
緑
に
触
れ
て

い
た
だ
き
、
縁
へ
の
親
し
み
と
理
解

を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

植
木
ま
う
り
を
、
次
の
と
お
り
鬨
催

し
ま
す
。

ご
家
族
や
近
廊
の
方
を
お
さ
そ
い

あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

日
時
　
十
月
三
日
～
四
日
　
午
前
十

一
時
～
午
後
五
時

場
所
　
興
廿
公
園
(
興
野
一
上
O
-

一
五
)

問
合
せ
先
　
縁
取
係

9 月8 日か ら

電話教育相談室を開設
ハ ハ よ な や む な

884 ―7867

子

供
の
教
胃

上
の
悩

み
や
問

題
に

つ

い
て
、
教

育
相
談

室
で
は
、

皆
さ

ん

に
直
接
お

い
で
い

た
だ
い
て

、
相

駁

を
行
っ
て

い
ま
す

か
、
「
忙

し
く

て

相
談
に
行

く
時
M

が
な
い
」
、
「
会

っ
て

相
談

す
る
ほ
ど

で
は
な

い
が
ろ

よ
っ
と
心
配
で

」
な

ど
、
直
接

相
談

に

来
ら
れ

な
い
方
の

た
め
に
、
i

断

に
よ
る
相

鈩

を

始
め
ま

す
。
お

気

軽
に
ご
利
用

く
だ

さ
い
。

相
談
開
始月

日
　
九
月
(
日
か
ら

相
談
日
時
　
毎
画
火
一

日
～
金
皿
日

午
前
十
時
～
午
後
四
時

電
話
　
(
(
四
一
七
(
六
七

相
談
内
容
　
▽
勉
強
や
学
校
の
こ
と

で

の
悩
み
　

▽
学
校

ぎ
ら
い

卆

登

筏
拒
否
　

▽
進
学

や
性
格
上

の

こ
と

な
ど

◎

な
お
、
教

育
相
談
璽

で
は
、

従

采

ど
お
り
面

接
に
よ
る

相
談
、

検

査
、

心
理

冶
療
な
ど
を

相
餤
員

が

行

っ
て
い

ま
す
。
ご
利

用
く

だ
さ

▽
教
育
相
談
室
・
‘
・
竹
の
塚
ニ
ー
ニ

五
F

已
　

教
育

セ
ン
タ
ー

内

八
五

九
-

九
五
三

一

▽
教
育
相
談
室
東
部
分
室
・
・
‘
東
和

一
一

一

七
-

匸
一
　

北
三
谷
小

学
校
内
　
　

六
二
〇
一

五

九
〇

〇

統
計
調
査
員
を

募
集
し
ま
す

内
容
　
各
層
統
計
謁
稾
員
と
し

て
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

申
込
資
格
　
▽
区
内
居
住
の
方

▽
年
齢
四
十
五
歳
未
済
の
方

▽
統
計
調
査
に
熱
意
の
あ
る

方
申
込
期
限
　
十
月
十
五
日
(
必

番
)

申
込
方
法
　
履
S
害
を
郵
送

、

ま
た
は
持
参
の
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先
　
統
計
係

(
〒
Ⅲ
千
僅
一
1
四
上
(
)

ご
協
力
く
だ
さ
い

私
道
実
態
調
査

ほ
で
は

、
ま
ち
づ
く
り
の
基

礎
賢
科
と
し
て
、
私
道
の
実
態

訓
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
陶
道
四
号
線
の
東

側
に
つ
い
て
昭
和
五
十
六
年
九

月
か
ら
昭
和
五
十
七
年
二
月
ま

で
の
間
に
私
遭
の
哭
測
を
行
い

ま
す
の
で
、
区
民
の
甘
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
市
街
地
計
画
担
当

完全参加と平等
国際障害者年1981年

思いやりのこころ

私
達
が
廿
会
で
暮
し
て
い
く
う

え
で
必
要
な
「
思
い
や
り
の
こ
こ

ろ
」
。
そ
れ
は
、
あ
わ
れ
み
や
問

情
で
な
く
、
立
場
、
生
き
万
を
理

解
し
共
感
そ
持
ち
た
い
と
す
る
姿

身
を
意
味
す
る
も
の
で
す

。

□
上
野
駅
に
て

釈
の
ト
イ
レ
の
す
み
の
方
で
事

イ
ス
の
障
害
者
か

、
し
き
り
と
だ

れ
か
を
呼
ん
で
い
る
よ
う
で

し

た
。そ

れ
に
気
づ
い
た
一
人
の
紳
士

が
、
ま
る
で
そ
の
介
護
人
で
も
あ

る
か
の
よ
う
に
「
し
ぴ
ん
」
を
受

け
取
り
、
流
し
に
行
き
、
そ
し
て

手
渡
そ
う
と
し
ま
し
た
。
す
る

と

、
再
ひ
不
目
由
な
体
全
身
で

、

喘
捕
用
の
大
き
な
洗
い
場
を
指
さ

し
ま
し
た
。
く
だ
ん
の
紳
士
は

、

『
る
、
そ
う
か
』
と
い
う
よ
う
に

う
な
づ
い
て

、
そ
の
「
し
ぴ
ん
」

そ
水
で
ゆ
す
弌

手
渡
し
て
立
ち

去
り
ま
し
气

す
れ
違
う
よ
う
に

し
て
母
親
風
の
人
が
戻
り
、
す
べ

て
が
穂
っ
て
い
る
の
に
気
づ
い

て

、
だ
れ
に
と
も
な
く
目
礼
す
る

か
の
よ
う
に
車
イ
ス
を
押
し
て
心

て
行
き
ま
し
た
。

九
月
一
日
～
三
十
日
は

心
身
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

で
す
。

ご
利
用

く

だ

さ

い

生
活
用
品
交
換
情
報
コ
ー
ナ
ー

区
内
在
僅
・
在
勤
の
方
で

、各
衣

庇
内
で
眠
っ
て
い
て
、
ま
だ
活
用
で

き
る
家
庭
用
品
の
又
憮
冊
報
そ
提
供

し
て
い
ま
す

。

『
譲
り
た
い
庶
「
求
め
た
い
万

」

は
次
の
事
項
を
磑
め
た
上
で
来
所

、

ま
た
は
一
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

▽
品
名
　
▽
型
式
、
観
櫓
、メ
ー
ヵ

一

名
　
▽
使
用
年
数
　
▽
纃
渡
、

瞶
受
希
望
価
格
　
▽
住
所
、氏
名

、

電

話
番
号

登

緑
期
間
　

九
十
日
間
(

登
録

カ
ー

ド
は

、西

新
井
区

民
ホ
ー
ル

内
で

、

毎
週
火
耄
日

を
除

く
毎
日
午

前
十

時
～
午
後

六
時
ま
で

、
目
由

に
ご

覧
に
な
れ

ま
す
)

交
換
方
法
　
価
格
、運
搬
方
法
等
に

つ

い
て
は

、

双
方
で

直
接
話
し

合

っ
て
決
め
て

く
だ

さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
消
費
者
セ
ン
タ

ー
　
　
(

七

〇
F

一

三
九
二

も
う
お
済
み
で
す
か

台
風
に
備
え
て
の

看
板
の
安
全
点
検

台
皿
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
屋
外
広
告
塔
、
広
告
板
等
の
看

板
の
安
全
点
検
は
、
も
う
済
み
ま
し

た
か
。

破
擒
し
て
い
た
り
、
賓
食
し
て
い

た
り
す
る
看
板
は
、
台
風
時
の
啓
風

埣
で
落
下
し
、
思
わ
ぬ
災
害
を
呼
ぴ

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
非
常
に
危
険
で

す
。ま

だ
安
全
点
検
の
済
ん
で
い
な
い

広
告
名
、
皿
告
板
の
広
告
主
、
お
よ

ひ
腎
理
者
の
方
は
、
な
る
べ
く
早
く

安
全
点
検
そ
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先
　
占
用
係

保 健 ・ 衛 生
胃
の
検
診
・

子
宮
が
ん
検
診

対
象
　
▼
W
の
映
診
E
擒
三
十
友
歳

以
上
の
区
民
　
▼
子
曹
が
ん
検
診

・
=
膺
三
十
歳
以
上
の
区
民
(
い
f

れ
も
過
去
一
年
以
内
に
岐
穆
を
鷽

け
て
い
な
い
方
)

検
診
日
・
場
所
・
定
員
　
検
診
口
程

表
の

と
お
り

費
用
　

無

料

検
診
で
き
な
い
方
　
▼
胄
の
峡
診
・
・
・

冐
の
手

術
を
し

た
万
や

臂
の
病

気

で

治
療
申
の
万

、
妊
娠

し
て
い
る

万
や

妊
娠
し
て

い
る

と
思
わ
れ
る

刀
　

▼

子
宵

か
ん
検
診
・
:
生
理

巾

の
万

や
啼
人

卜
医
で
治

療
中
の
方

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
(記
入
例
)

に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

二

人
↓
枚
に
限
り
ま
す
)

申
込
期
限
　
い
ず
れ
も
、
八
月
十
日
(

当
日
消
印
脂
効
)

(
ご
注
童
)
　
▽
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
　
▽

検
診
B
は
希
望
日
以
外
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
　
▽
一
枚
の
(
ガ

キ
で
、
冐
の
検
診
と
子
宮
が
ん
険

聆
そ
申
し
・込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所
業

罌
係
営
(
(
(
-
四
三
七
七

検診日 程表

ハガキの記入例
往信表　　 返信 裏

返 信表　　 往信 裏

子宮がん検診の場合は、「子宮がん検診希望」と書く

お
済
み
で
す
か

区
民
健
康
診
断

健
康
診
断
は
、
少
な
く
と
も
年
一

回
受
け
て
、
健
皿
そ
皿
留
し
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

主
峭
、
自
営
業
、
簡
店
で
勣
い
て

い
る
万
な
ど
を
対
象
に
n
う
区
民
健

康
黔
断
も
、
残
り
三
士

会
場
と
な

り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
、
も
よ
り
の

会
楊
で
お
賢
け
く
だ
さ
い
。

実
施
日
・
場
所
　
右
下
表
の
と
お
り

受

付
時
問
　

乍
後
一

時
四
十
五

分
～

二
時
三

十
分

検
査
内
容
　
エ
y
ク
ユ
線
閧
接
撮
影

(
十
六
皿

以
上
の
方
)

、
血
圧

刈

定

、
尿
検

査

、
歯

科
検
診
(

一
‘
。十

戚
以
上
の

万
)

※

検
稾
の
結

果

、

病
気
の
疑
い

が
あ

る

方
は

、

後
日
精

彫
検
竃
も
行

い
ま

す

。

費

用
　

無

科

{
ご
注
!
　

▽

エ

。
ク
ス

線
撮
彫

を
行

い
ま
す
の
で

、
金
凡
顛

の
う

い
て

い
な
い
下

着
を
着
用
し

て
く

だ
さ

い
　

▽
貴

重
品
等
の

傘
鳩
へ

の
持

ち
込
み
は

、
ご
遇
嗷

く
だ
さ

い
　

▽

会
場
に

は
唾
皿
場

か
な
い

の

で

、
自
助

眼

、

バ
イ
ク
等
は

、

ご
遠
慮
く

だ
さ
い
　

▽

上
ば
き

を

持
参
し
て

く
だ
さ
い
(

保
鮪
所

、

保
健
相

睛
所
は
不
要
)

問
合
せ
先
　
保
螻
予
防
係
、足
立
保

健
所
(
　
(

重
五
-

四
一
五
一
)

、

干

住
俣
煢

所
(
　
(

八
(
!

四

二

七
七
)

区民 健康 診断 日 程表

子
ね
こ
・
子
犬
の

里
親
さ
が
し

そ

ね
こ

、
子
犬
を
不

質
ま
た
は

、

飼
人

な
く
な
っ

た
方

、
孑

ね
こ

、

子
犬

を
は
し
い

方
に
集
ま

っ
て
い

た
だ

き

、
里
観

さ
が
し
を

行
い
ま

す

。

ご
希
望
の

方
は

、

ぜ
ひ
お
い

で
く

だ
さ
い

。

日
時
　
九
月
二
十
人
日
(
土
)
　

午
後
一
時
!
一
蒔

場
所
　
ほ
霞
所
仲
町
分
室
前
庭

問
合
せ
先
　
足
立
区
獣
ぼ
師
会

(
　
(
(
七
一

五
七
五
(
)

、

ま
た
は
区
役
所
爾
生
係

ひろば
□
ニ
ュ
ー
モ
ラ
ル
講
演
会

日
時
　
九
月
十
こ
日
(
土
)
午
礎
匕

時
～
九
吟
三
十
分

場
所
　
西
新
井
法
人
会
皿
{
西
新
井

観
蔡
瞽
裹
}

内
容
　
「
親
と
子
が
笑
爾
で
話
せ
る

明
る
い
家
庭
」
を
め
ぎ
し
て

定
員
　
二
百
名
(
先
番
順
)

費
用
　
無
料

主
催
　

足
立
モ

ラ
ロ

ジ
ー
事
務
所

申
込
・
問
合
せ
先
　
橋
本
　
　
(
八

〇
上
(
四
=
尺
(
午
後
七
時
～

九
時
)

□
洋

裁
サ

ー
ク
ル
の

お
さ
そ
い

日
時
　
毎
週
火
一
日
　
午
前
卜
時
～

午

後
十
二

時
三

十
分

場

所
　

竹

の
塚
第
一
i

地
集

会
所

内

容
　

赦

材
は
自

由

費
用
　

月

岡
三
千
円

申
込
・
問
合
せ
先
　
中
鳥
　
　
(
(

六
丿
八

〇
七
一

□
新
星
日
響
第
五
回
足
立
区
民
コ
ン

サ

ー
ト

日
時
　
九
月
4
-
五
口
(
火
)
午
後
一

時
・

四
時
(

升
二
回
)

場
所
　

足
立
区

文
化
会

館

費
用
　

大
人
・
=
二
千
三
百

円
(

当
日

二
千

重
百
円
)

、
小

・
中
学

生
・・・

千
三
百
円
{
当
日
千
工
百
円
}

曲
目
　
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ェ
、チ

ゴ
イ
ネ
ル
ワ

イ
ゼ
ン

ほ
か

主

催
　

新
風

日
響
足
立
X

民
コ
ン

サ

ー
ト
災
行

委
員
会

申
込
・
問
合
せ
先
　
斬
現
日
一
　
　

九
八
(
-

一
五
五

八

□
中
国
大
極
挙
教
室
生
徒
募
集

日
時
　

十
月

以
降

毎
週
一
回
　

午
後

六
時
三

十
分
～

八
吟
三
十

分

場
所
　

中

央
本
町

体
育
爾

定
員
　

六
十
名

費
用
　

入

会
皿
:

气
千
円

、

月
額
・
=

千
五
百

円

申
込
方

法
　
(

ガ
キ
に
希

望
郵
(

斉

年

、

婦
人

、

一
般
の

部
)

別

、
住

所

、

氏
名

、I

斷
番

号
を
妃
入
し

て

く
だ
さ

い

申
込
期
日
　
九
月
十
五
日
(
必
魯
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
白
井
♀
Ⅲ
古

千
谷
三
!
一
!
一
二
　
市
川
硝
子

㈱
内
足
立
日
中
準
備
局
　
　
六
(

六
i
四
四
三
五
《
自
宅
・
-
-
夜
間
》
い

□
足
立
合
唱
連
盟
合
唱
団
員
募
集

対
象
　
経
喰
を
問
わ
ず
、合
嘸
に
舞

味
を
お
持

ち
の
高

校
生
以
上

の
男

女

練
習
日
時
　
毎
週
土
圃
日
、午
後
三

時
～
五
時
(
飢
一
回
は
九
月
十
力

口
)

練
習
場
所
　
栂
鳥
第
一
小
学
収
膏
S

童
(

上
履
持
参
)

申
込
・

問
合
せ
先
　

粟
鳥

中
学
収
　

付
上
　
　
(

五
二
-

一
〇

一
四

投
稿
・
問
合
せ
先
　
広
報
課

(
〒
旧
千
佳

一
一

四
一

一
(
)

ご
参
加
く
だ
さ
い

就
労
母
親
学
級

日

時
　

九
月

十
二
日
一

十
九
口

午

後
一
時

～
四
時

場

所
　

足

立
保
健
所

ー
空

内

容
　

妊

娠
中
の
生

栖
と
求
養

、
お

産
の
経
過

、豕

ち
ゃ
ん
の

育
て
方

、

映
画
ほ

か

申
込
方
法
　
I

魑
予

約

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
　
　

八
五

五
-

四
一

五
一

お
早
め
に

が
ん
予
防
教
室

日
時
　
九
月
九
日
(
水
)
午
加
十
時
～

正
午

場
所
　
東
部
セ
ン
タ
ー

定
員
　
三
十
名
(
先
番
!

内
容
　
知
っ
て
お
き
た
い
が
ん
の
新

情
報
、
乳
が
ん
の
自
己
検
診
法
、

映
画
(
が
ん
の
予
防
)

申
込
方
法
　
衂
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
和
保
健
相
映

所
　
　

六
〇
六
一
四
一
七
一

届
き
ま
し
た
か

老
人
健
康
診
査

受
診
票

六
十
五
歳
以
上
(
大
正
六
年
四
月

一
目
以
前
に
出
生
)
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
受
け
ら
れ
る
、
老
人
健
康
診

麦
を
九
月
三
十
口
ま
で
哭
施
し

ま

す
。
黔
当
す
る
方
に
は
、
受
齢
槊
ぞ

お
送
り
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
届
い
て

い
な
い
方
、お
よ
ぴ
九
月
一
日
以
降
、

区
内
に
瓩
入
さ
れ
た
方
に
は
、
腎
轄

の
山
張
所
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　
保
健
予
防
係

足
立
・
千
住
保
健
所
に

ビ
デ
オ
シ
ス
テ
ム
設
置

区
民
の
慵
さ
ん
の
保
健
衛
生
に
対

す
る
、
よ
り
一
一

の
関
心
を
罵
め
る

た
め
ビ
デ
オ
シ
ス
テ
ム
そ
股
一
し
ま

し
た
。

妊
娉
、
み
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
乃
建
緊
づ
く
り
の
火
践
に
必
麝

な

知
識
や
技

術
の
普
及

に
役

立
つ
こ

と
そ
目
的

と
し

て

、
魯

層
事
業
に

よ

る
番
組
を

綢
成
し

、

「

ビ
デ
オ
カ

セ

。
ト

」

二

十
九
木
や

、
テ

レ
ビ

放

送
を
放
映

し
て
い

ま

す

。そ
し
て
、従
米
の
十

六
ミ
リ
映
面
や
ス
ラ
イ

ド
映
写
と
併
せ
て
、よ

り
密
度
の
良
い
爾
生
一

敏
冐
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
同
和
問
題
(
2
)

東
京
で
も
、
柚
婚
、
就
『

あ

る
い
は
落
童
き
な
ど
、
さ
ま
ざ
耋

な
老
別
事
象
が
起
き
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
差
別
事
傘
が
あ
っ
た

の
か
具
体
的
に
事
例
を
あ
げ
て
み

ま
す
。

ま
す
、
結
婚
に
お
け
る
差
別
童

象
に
う
い
て
で
す
。

今
日
で
は
、
結
馬
は
両
性
の
参

息
の
み
に
よ
っ
て
庇
立
す
る
と
一

法
で
定
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

刔
鷆
的
な
考
え
方
に
も
と
づ
い

て
、
本
人
よ
り
も
、
血
縁
と
か
家

柄
を
童
く
み
る
人
が
、
ま
だ
ま
だ

洩
っ
て
い
ま
す
。
次
の
実
際
に
A

ほ
で
g
き
た
麗
別
事
象
に
も
そ
の

】喃
が
う
か
が
え
ま
す
。

A
区
に
住
ひ
、
あ
る
母
親
は
、

娘
が
(
ワ
イ
旅
行
で
知
り
あ
っ
た

青
年
と
交
賑
ぞ
続
け
、
結
婚
に
ま

で
進
ひ
の
で
は
な
い
か
と
心
配

し
、
そ
の
胃
年
の
身
元
諷
査
を
具

唐
所
に
依
頼
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
知
っ
た
青
年
は
、
父
が

岡
和
地
ほ
の
小
身
で
あ
り
、
そ
の

た
め
以
前
養
子
縁
組
の
話
が
ま
と

ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
、
差
別
の

不
当
性
に
つ
い
て
、
涙
な
か
ら
に

そ
の
母
親
に
訴
え
ま
し
气

こ
れ
を
簡
い
て
母
観
は
驚
き
、

家
中
で
悩
み
、
こ
の
縁
談
に
は
反

対
を
表
明
し
、
さ
ら
に
W
年
の
出

身
や
親
族
閥
係
を
確
か
め

る
た

め
、
太
籍
地
の
B
市
に
戸
籍
騰
本

の
交
付
を
請
求
し
ま
し
气

さ
ら
に
'
戸
籍
韓
本
は
交
付
で

き
な
い
旨
の
返
事
を
し
た
R
市
に

対
し
て
、
砂
観
は
再
度
、
理
巾
書

牙
つ
け
て
戸
略
崎
本
を
購
求
し
ま

し
た
。

B
市
で
は
、
重
ね
て
交
付
で
き

な
い
旨
の
返
S
を
す
る
一
万
で
、

結
矯
差
別
に
よ
っ
て
、
自
ら
若
い

命
を
絶
つ
例
も
あ
る
た
め
、
事
態

を
童
観

し
て

、

驥
へ
の
拑
『

啓

も
う

と
箏
実
躙

竃
の
た
め

、
戦
員

を
A

区

に
派
遣

し
ま
し

た

。

こ
の
B

巾

と
A

区
の
指

導
碍

も

・つ

に
対
し
て
母

親
は

、

差
別
か
裂

存

す
る
こ
と

を
認
め

、

だ
か
ら
こ

そ

「

目
分
の

暇
が
そ
の

悁
柞
に

な

る
こ

と
は

な
い

」
と
強

く
主
張
し

ま
し

た

。
し

か
し

、
こ

の
母
親

も

度

重
な
る

指
噸

唇

も
う
に
よ

っ

て

、
そ
の

後
自
分
の

差
別
意
爾

の

誤

り
を
反

省
し

、
正

し
い
同
和

問

瞳
と
憲
本

的
人
権
に

つ
い
て
鉗

贍

す
る
よ
う

に
な
り

ま
し
た

。

◎
同
和
問

題
に
関
す

る
閥
い
合

わ

せ
は

、
区
役
所
同

和
対
策

担
当
へ

。

福
祉
事
業
あ
ん
な
い

お
済
み
で
す
か

福
祉
手
当

受
給
者
現
況
届

足
立
区

心
身
I

害
者
碩

祉
手
当

杤
よ
5
'

襴
祉
手

当
(

同

制
度
)

の
受
給

者
の
方

に

、(

月

十
日
頃

硯
況
届
の

用
紙

を
お
送
り
し
て

あ

り

ま
す

。

提
出
期

阻
は

九
月

十
日

ま
で

で

す
の
で

、

ま
だ
樊

出
し
て

い
な
い

方
は
持

参

、
ま
た
は

郵
送

に
よ

り

朋

口
ま
で

に
提
出

く
だ
さ

い

。

提
出
・
問

合
せ
先
　

障
害
裲

祉
係

お
貸
し
し
ま
す

心
身
障
害
者
の

方
に
福
祉
童
話

心
身
障

害
者
の

い
る
衣
庭

に

、

福
祉
一

話

を
お
貸
し

し
ま

す

。

資
格
要
件
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
世
帯
・
=
▼
身
体
障
曹
者

手
帳
一
級
、變
の
手
帳
】度
、

お
よ
ひ
こ
れ
に
I
す
る
童
度
の

障
害
者
が
い
る
世
帯
。ま
た
は

二
級
の
一
廊
(
下
肢
、体
幹
、

心
臓
、じ
ん
纈
呼
吸
器
の
機
能

陣
容
)
で
、外
出
因
難
な
障
寄

者
の
い
る
世
帯
　
▼
住
民
碗
が

匂
等

副
以
下

の

世

帯
　

▼

騰

在

、
電

話
が
架
設

良

て

い
な

い
世
碍

申
請
に
必
要
な
も
の
　
▽
世
帯
全

眞
の
住

民
票
　

▽

易
体
阿

害
者

手
帳

愛
の
手

帳

、
ま

た

は

畛

断
害
　

▽
住
民

税
課
税

征
明
書
(

生
活
保

麗
世
帯
そ
除

き
ま

す
)

申
込
・
問

合
せ
先
　

障
害

福
祉
係

巡
回
入
浴

サ
ー
ビ
ス

寝
に
き
り
の
お
年
寄
り
に
入
浴

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
送
迎
バ

ス
で
「
老
人
会
館
」
ま
た
は
『
足

立
斬
牟
死
』
に
行
き
、
寝
た
ま
ま

で
入
硲
し
て
い
た
だ
く
剛
度
と
、

送
迎
が
困
難
な
場
合
に
は

、
直
接

対
象
の
万
の
お
宅
に
浴
槽
そ
持
ら

込
み
、
入
浴
を
行
う
二
つ
の
制
度

か
あ
り
ま
す
。

対
象
の
方
は
、区
内
に
《
↓
》

在
僅
で
爾

六
十
五

歳
以
上
の

模
に

き
り
の
方

で
医
師

か
入
硲
可
肥

と

齠
め
た
方

。

原
則
と

し
て

、

ご
家
飯

が
一

人

介
護
者
と

し
て

、
入

浴
の
付

添
い

を
お
願
い
し

ま
す

。

く
わ
し

く
は

、
老
人
福

祉
係
へ

。

お
済
み
で
す
か
現
況
届

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

手
当
を
受
け
て
い
る
方
に
は

、

先
に
届
出
朋
間
と
必
罫
書
類
を
指

定
し
た
、
匐
知
ら
せ
(
ガ
キ
を
送

付
し
ま
し
た
が
、
揩
定
日
を
過
ぎ

て
も
届
け
心
の
な
い
方
が
い

ま

す
。
い
そ
い
で
手
続
き
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い

。

も
し
、
こ
の
現
況
届
心
が
な
い

と
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
期
分
か

ら
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の

で

、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
児
童
手
当
係

助
成
し
ま
す

身
体
障
害
者
の

自
動
車
燃
料
費

□
自
動
車
燃
料
費
の
助
成

身
体
陣
害
者
の
万
が
、
自
分
の

自
励
車
(
原
助
後
付
自
転
家
)
を

運
転
し
、
通
勤
・
通
院
秤
に
便
用

し
た
場
合

、
そ
の
燃
科
童
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

対
象
　
X

内
在
住
で

、自

助
車
観

、

軽
自
動

車
税

を
減
免
さ

れ
て

お

り
陣
害

の
程
度

が
次
の

い
ず
れ

か
に
該

当
す
る
万
　

▽

休
幹
機

肥
障
害

お
よ

び
内
部
障

害
で
三

級
以
上

の
方
　

▽

下
飮

機
能
障

害
で
四

級
以
上
の

方

※
身
体
陣

害
者
福

祉
タ
ク

シ
ー
事

業
と
の
併

紿
は
で

き
ま
せ
ん

。

申
請
に
必
要
な
も
の
・
=
▽
身
体
暉

害
者
手

帳
　

▽
自

動
車
違

柾
免

許
証
　

▽
住
民

票
(
本

人
の
み
)

▽
自
助

車
税
の

減
免
夸
証

す
る

も
の
(

身
体
陣

害
者
手
帳

に
衰

示
)

助
成

額
　

一
ぶ

に
つ
き
四

十
円

と

し
1

ヵ
月
鬩

五
十
j

を

限
度
と

し

た
金
貘
(

最
高
二
千
円
)

□
請
求
し
て
ぐ
だ
さ
い
燃

料
助
成
金

賢
格
驟
定
を
受
け
て
い
る
万
に

は
今
月
中
旬
に
請
求
用
峨
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
隋
水
し

て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
　
▽
助
皿
金
申
爾
害
　

▽
冊
求
毒
　
▽
口
座
振
魯
依
頼
S

▽
九
月
分
ま
で
の
燃
科
購

入
鎮
収
童

請
求
期
間
　
九
月
末
日

申
請
・
問
命
せ
先
　
い
ず
れ
も
、

障
害
襭
祉
係

貸
付
け
し
ま
す

高
額
療
養
資
金

岡
気
や
負
傷
に
よ
り
一
時
に
高

糲
の
医
療
賢
を
支
払
う
こ
と
が
困

蒹
な
万
に
対
し
、
必
要
な
賢
金
を

お
賢
し
し
ま
す
。

□
貸
付
の
対
象
　
▽
各
柵
医
一
保

険
(
国
民
健
康
母
険
、
健
康
保

険
、
日
雇
労
働
者
健
康
保
険
、

船
員
保
険
、
共
轟
組
合
等
)
の

加
入
者
で
、
高
梨
療
養
賢
に
該

当
す
る
医
療
W
の
支
払
い
に
要

す
る
費
用
　
▼
帶
@
の
医
療
証

を
持
'
て
い
る
六
十
五
歳
以
上

の
老
人
が
、
入
院
に
よ
り
付
廓

看
禪
娟
を
頼
ん
だ
鳩
合
の
そ
の

付
瀏
看
喫
婦
の
文
払
い
に
麝
す

る
芦
川

※
畷
皿
代
差
額
は
貸
付
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
援
贋
係

交
付
し
ま
す

無
料
乗
車
券

区
で
は
、
都
富
交
通
機
関
に
乗

車
で
き
る
事
し
い
無
科
乗
車
獰
を

心
身
障
富
書
等
次
に
該
当
す
る
万

へ
、
八
月
二
十
一
日
か
ら
交
付
し

ま
す
。

①
身
体
陣
害
者
・
=
身
体
陣
害
者
手

嶬
所

持
者
(

一
吸
ヱ
(

級
)

②
精
呻
槫
弱
者
・
-
-
變
の
手
帳
所
持

者
(

一
度
～

四
度
)

③
嗽

傴
病
者
・・・
戦
傷

病
者
手
蝦
所

持
者
(
特
別
項
痙
～
痢
六
項
皀

④
原
爆
被
餓
看…
特
別
被
嫡
者
健

康

手
帳
と
母

定
書
所

持
者
、

ま

た
は

健
康
一

理
手
当

証
害
(
S

定

肴
と
観
爆

看
手
当

受
給
者
)

所

持
者

⑤

生
活
保
躋
賢

給
世
帯

員
'
=
世

帯

輿
の

う
ち
一

人

⑥
母
子
福
祉
年
金
受
給
世
帯
員
・
-
-

国
民

年
金
征

書
所
持
者
(

世

帯

員
の

う
ち
一

人
)

⑦
児
童
疾
養
手
当
鷽
給
世
帯
員
・
・
ヽ

児

童
扶
毒
手

当
足
S

所

持

奮
(

世
帯
員
の

う
ち
一
人
)

申
請

方
法
　

手

帳
、
証
童

桀
、
印

か
ん

、
上
半

身
の
写
X
(

タ
テ

四
㌢
X

ヨ
コ

三
㌢
で

六
ヵ

月
以

内

撮
影
の
正
面

無
S
)

と
旧
啝

車
券
を
持
参

の
う
え
直

接
姐

当

の

窓
口
へ

申
請
・
間
合
せ
先
　
①～
S
の
万

は

、
居
住

地
城
の

襴

祉
S
S

所
、
⑤
の
方

は
、
国
民

年
金

課

給
付
係
、
e

の
方
は

、
児
黨

手

当
係
へ
。

届
き
ま
し
た
か

新
し
い
(
障
)

受
給
者
証

九
月
一
日
で
、
鼻
心
母
犀
I
害

医
療
費
受
給
者
証
か
、
更
斯
さ
れ

ま
し
た
。

対
象
者
に
は
、
新
し
い
鷽
給
霍

証
を
郵
送
し
ま
し
だ
。
ま
だ
届
い

て
い
な
い
方
は
、
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
次

の
方
は
専
受
給
肴
甌
が
交
付
河

れ
ま
せ
ん
。

▽
社
会
保
険
の
植
保
険
宥
冰
人

▽
生
活
保
童
を
受
け
て
い
る
方

▽
制
限
額
以
上
の
所
碍
の
あ
る
方
(

左
漑
参
照
)

▽
児
童
福
祉
霞
お
よ
ひ
精
神
賻
詞

古
爾
祉
法
等
に
よ
る
綯
設
に
入

所
し
て
い
る
方

▽
老
人
医
童
費
助
成
制
度
の
対
象

者
問
合
せ
先
　
医
療
助
成
係

( 障) 母得制限額表
( 上段は所得下段は収入)

※ 本人が20歳未満のときは
世 帯 主等 の所 得
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募
集
・
催
し
も
の

受
講
生
募
集

第
六
期
区
民
大
学

今
回
の
区
民
大
学
で
は
、
「
王
朝

和
歌
の
開
化
」
と
胆
し
、
王
朝
の
和

歌
に
焦
点
を
あ
て
、
平
安
時
代
の
著

名
な
作
家
を
中
心
に
、
そ
の
魅
力
を

さ
ぐ
っ
て
み
ま
す
。

ま
た
、
講
座
で
は
、
受
講
生
の
ふ

れ
あ
い
を
は
か
る
た
め
、
野
外
見
学

会
を
行
い
ま
す
。
学
習
意
欲
に
燃

え
、
全
日
程
を
通
し
て
参
加
で
き
る

方
の
応
剱
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
程
・
内
容
　
右
下
表
の
と
お
り

対
象
　
二
十
歳
以
上
の
区
内
在
住
・

在
勤
の
方

場
所
　
中
央
本
町
社
会
教
育
館
(
五

反
野
駅
東
口
下
車
徒
歩
十
分
)

定
員
　
八
十
名
(
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
)

受
講
料
　
無
料

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
電
話

番
号
を
明
記
(
返
信
用
(
ガ
キ
に

も
住
所
、
氏
名
を
記
入
)
し
、
往

信
用
(
ガ
キ
に
「
区
民
大
学
応
募
」

と
書
い
て
、
文
化
係
(
〒
旧
千
住

一
-
四
!
}
(
)

へ

申
込
期
限
　
九
月
十
日
(
当
日
消
印

有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
係

第6 期区民大学日程表

※ 時間は、午後6時30分～8時30分
( ただし、10月4日については、午前9時～午後3時)

国
際
婦
人
年

記
念
講
演
会

パ
ー
ト
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
に
刻
し

て
勤
務

時
間
が
短
い
と
い
う
だ
け

で
、
有
給
休
暇
も
と
れ
ま
す
し
、
妊

娠
、
出
産
、
育
児
等
に
つ
い
て
も
、

労
働
基
準
法
の
適
用
を
受
け
ま
す
。

パ
ー
ト
労
働
者
の
皆
さ
ん
に
、
フ

ル
タ
イ
ム
の
職
員
・
社
員
と
同
じ
権

利
を
も
つ
労
働
者
で
あ
る
こ
と
の
自

覚
と
誇
り
と
責
任
を
も
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
次
の
と
お
り
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
九
月
十
九
日
(
土
)
午
後
二

時
～
四
時

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

演
題
　

£

な
た
が
パ
ー
ト
で
働
く

と
き
"

講
師
　
樋
口
恵
子
氏

定
員
　
二
百
名
(
先
着
順
)

受
講
料

無
料

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
婦
人
対
策
担
当

十
六
ミ
リ
映
写
機

操
作
講
習
会

日
時
　
九
月
二
十
九
日
～

十
月
二

日
、
十
月
六
日
～
(
日
(
延
七
日

間
)
、
午
後
六
時
～
(
時
三
十
分

場
所
　
中
央
本
町
社
会
教
育
館

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
で
全
日
程

受
講
可
能
な
方
(
た
だ
し
、十
六
ミ

リ
資
格
修
了
証
所
持
者
を
除
く
)

定
員
　
四
十
二
名
(
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
)

受
講
料
　
無
料

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話

番
号
を
明
記
の
う
え
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
九
月
十
一
日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
係
(
〒
1
2
0

千
住
一
-
四
-
一
(
)

老
人
会
館
の

各
種
教
室

□
水
彩
画
教
室

期
日
　
毎
月
第
一
・
第
三
水
畷
日

定
員
　
二
十
名

□
書
道
教
室

期
日
　
毎
月
第
二
・
第
四
火
曜
日

定
員
　
三
十
名

□
俳
句
教
室

期
日
　
毎
月
第
二
・
第
二
木
曜
日

定
員
　
二
十
名

※
期
間
は
、
各
教
室
と
も
、
十
月～

二
月
ま
で
。
場
所
は
、
老
人
会
館
。

(
西
保
木
間
四
-
九
-
一
)

※
各
教
室
と
も
、
初
心
者
向

申
込
方
法
　
直
接
、
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

申
込
期
限
　
九
月
十
一
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
老
人
会
館
　
　
(

五
九
一

九
七
三
二

幸
せ
な
二
人
の
た
め
に

婚
礼
総
合
展
示
会

今
秋
か
ら
来
春
に
か
け
て
結
婚
を

予
定
し
て
い
る
方
の
た
め
に
、
青
年

館
結
婚
式
場
で
は
、
次
の
と
お
り
衣

裳
・
引
出
物
等
の
総
合
展
示
会
を
開

催
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
、
式
場
等
の
見
学

も
自
由
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

日
時
　
九
月
六
日
(
日
)
午
前
十
時

～
午
後
四
時

場
所
　
青
年
館
結
婚
式
場

問
合
せ
先
　
青
年
館
　
　
(

九
〇
-
O
O

六
一

ふ
るっ
て
ご
参
加
を

囲
碁
大
会

日
時
　
九
月
二
十
七
日
(
日
)
午
前

九
時
～
午
後
五
時

場
所
　
勤
労
福
祉
会
館

対
象
　
都
内
在
住
・
在
勤
の
勤
労
者

定
員
　
七
十
名
(
先
着
順
)

費
用
　
無
料

対
戦
方
式
　
す
べ
て
個
人
戦
(
実
力

に
応
じ
、
A
・
B
の
二
ク
ラ
ス
に

分
け
、
各
自
四
回
戦
対
峨
方
式
)

表
彰
　
各
ク
ラ
ス
一
位
～
四
位
ま
で

に
賞
品
、
そ
の
他
参
加
者
に
参
加

賞
を
差
し
あ
げ
ま
す

申
込
方
法
　
直

接
、
ま
た
は
電
話
(

当
日
は
、
受
け
付
け
ま
せ
ん
)

申
込
受
付
　
九
月
(
日
か
ら

申
込
・
問
合
せ
先
　
勤
労
福
祉
会
館

(
四
〇
-
二
五
二
五

スポーツ センター事業案内 ( 総合スポーツセンター　859―8211)

申込方法　9月5日　午前9時から直接、または電話で申し込んでください。

申込・問合せ先　総合スポーツセンター　859―8211　※ 教室に参加する方はオリエンテーションの前まで
に ヘルスチェックを必ず受 けてください。オリエ ン テーションに参加され ない方は教室に参加で きません。

飛
び
入
り
歓
迎

区
民
大
運
動
会

十
月
十
日
(
体
育
の
日
)
に
、

第
七
回
区
民
大
還
動
会
を
開
催

し
ま
す
。
家
族
ぐ
る
み
で
多
数

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
月
十
日
(
土
)
午
前

九
時
(
雨
天
の
場
合
は
、
十

月
十
(
日
に
延
期
)

場
所
　
区
営
千
住
新
橋
グ
ラ
ン

く
わ
し
く
は
、
体
育
課
へ
。

第34回 足立区民体育大会開催要項

※ くわしくは 、申 込先、または体育課へ お問い 合わせ ください。

掲
示

板

中
小
企
業
者
の
た
め
の

共
済

制
度

加

入
資

格
　

二

十

歳
以

上
の

経

営

者
、

ま

た

は
そ
の

専

従

家

族
(

性

別

、
年

齢
、

業

種

に
か

か

わ
ら

す
)

会
費
　
月
額
…
一
律
千
五
百
円

(
信

用
金

庫
の

口

座

か
ら

自
動

引

き

落
と

し
)

補

償
内

容
の

例
　

ヶ
が
で

入

院
し

た

と

き
・
・・
一
日

四

千
円
(

限
度

額

百
四

十

六
万

円
)

、
ヶ
が
で

死

亡
し

た

と

き
・
・・
四
百

万

円

加

入

申

込
先
　

区

内
の

各
信

用
金

庫

の
窓

口

、
ま

た

は
得

憲

先
係

◎
こ
の
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
の

お
問

い
合

わ

せ
は

、
財
団

法

人
中

小

企

業
経

営

者
災

害

補

償
事

業
団
(

二

九
=
〒

一
一
i

一
)

へ

。

精
神
障
害
者
の

家
族
相
談

日
時
　
九
月
二
十
七
日
(
日
)
午

後
一
時
～
四
時
三
十
分

場
所
　
梅
島
会
館
(
梅
島
三
-
二
I

五
)

問
合
せ
先
　
足
立
区
精
神
障
害
者

の
家
族
会
「
あ
し
な
み
会
」

四
六
〇
-
六
二
〇
九
(
昼
)

八
九
七
I
○
二
九
三
(
夜
)

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

講

習
会

日
時
　
九
月
十
(
日
(
金
)
午
後

一
時
～
四
時

場
所
　
足
立
公
共
職
業
安
定
所
(

千
住
河
原
町
五
-
二
○
)

内
容
　
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
就
労

笑
態
と
履
用
条
件
・
仕
事
の
選

ぴ
方
等

定
員
　
五
十
名
(
先
着
順
)

申
込
方
法
　
直
接
、
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
公
共
職

業
安
定
所
　
(

八
一
丁

匸
一
(

七
交
通
安
全
フ
ェ
ア

日
時
　
九
月
十
九
日～
二
十
四

日
、
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後

四
時
三
十
分

場
所
　
科
学
技
術
館
(
千
代
田
区

北
の
丸
公
回
)

内
容
　
交
通
安
全
ぬ
い
ぐ
る
み
シ

'
I
、
お
母
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
、ミ
ニ

ガ
ー
ラ
ン
ド
な
ど

入
場
料
　
無
料

問
合
せ
先
　
交
通
安
全
フ
ェ
ア
実

施
本
部
　
　

五
四
四
一
五
三
〇

三職
業
訓
練
生
募
集

科
目
　
テ
レ
ビ

訓
練
期
間
　
六
ヵ
月
(
夜
間
)

募
集
人
員
　
若
千
名

入
校
日
　
十
月
一
日

選
考
日
　
九
月
二
十
二
日

午
後

六
時
か
ら

申
込
期
限
　
九
月
十
六
日

場
所
・
問
合
せ
先
　
足
立
高
等
職

業
訓
練
校
　
　

六
〇
五
上
(
I

四
六環

境
公
害
問
題

個
別
相
談
会

日
時
　
九
月
十
七
日
(
木
)
午
後

一
時
三
十
分
～
四
時
三
十
分

場
所
　
東
京
商
工
会
議
所
足
立
支

部
(
区
役
所
前
)

内
容
　
▽
大
気
汚
染
　
▽
騒
音
・

振
動
　
▽
水
質
汚
濁
　
▽
産
業

廃
棄
物

問
合
せ
先
　
東
京
商
二
会
哨
所
足

立
支
部
　
　
(
(

一
-
九
二
〇

〇新
商
品
展
示
会
と

電
話
の
相
談

日
時
　
九
月
(
日
(
火
)

場
所
　
千
住
東
町
住
宅
広
場

問
合
せ
先
　
足
立
電
話
局
　
　
八

(
(
一
五
〇
〇
〇

お
す
み
で
す
か

特
別
区
民
税

(
第
二
期
分
)

納
期
限
(
(
月
三
十
一
日
)

は
、過
ぎ
ま
し
た
が
、九
月
中

は
ま
だ
銀
行
、信
用
金
庫
、信

用
組
合
、農
業
協
同
組
合
で
も

納
め
ら
れ
ま
す
。(
納
税
通
知

書
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
)

納
税
相
談
は
、
区
役
所
納
税

課
へ
ど
う
ぞ
。

訂

正

九
月
の
献
血
日
程
中
(

二
十
二
日
分
)
に
誤
り

か
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て

お
詑
ぴ
し
ま
す
。

《
正
》
飯
田
百
貨
店
(
鹿
浜
七
丁

目
)
、
花
畑
小
学
校

《
誤
》
飯
田
百
貨
店
、
花
畑
小
学

校
(
鹿
浜
七
丁
目
)

Y. SE　239, 000


